












Comparison about Structures of Complex Sentence 
between Textbooks of Japanese Language 
and Composition written by High School Students: 
Quantitative Comparison about Structures of Subordinate and Connection forms 
























































従属節については、益岡・田窪 (1992) を元に従属節を詳細に分類した池原 (2009) に従
い、意味分類体系21段目の補足節・名詞修飾節（連体節）・副詞節・並列節の 4 つに分類





                                                        
1 日本語母語話者の高校生を日本人高校生、日本語非母語話者の高校生を外国人高校生とする。 
2 池原 (2009) の第 8章付録「3.主節従属節間の意味分類体系」では、従属節を意味機能により 1段か



















表 1 文章カテゴリーごとの各種従属節数 （ ）内は割合(%) 
 
補足節数 名詞修飾節数 副詞節数 並列節数 従属節の総数 
外国人高校生 77 (18) 45 (10) 244 (56) 71 (16) 437 
日本人高校生 55 (27) 23 (11) 90 (44) 37 (18) 205 
小学校教科書 59 (29) 49 (24) 72 (36) 23 (11) 203 
中学校教科書 88 (33) 87 (32) 77 (28) 19 ( 7) 271 

















































































表 2 文章カテゴリーごとの副詞節の意味別出現頻度（ ）内は割合(%) 






















































































図 2 副詞節の意味別出現割合 
                                                        



























































































表 3 文章カテゴリー別 接続形式出現頻度ランキング （カッコ内は割合） 
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(8%) 





                                                        









































                                                        
7「けれども」や、高校生作文群での「けど」「けども」を含む。 
8「たら」は外国人高校生 4位、日本人高校生 5位、小学校教科書 9位、中学校教科書 10位、高校教科
書出現なし、「から」は外国人高校生 3位、日本人高校生 5位、小学校教科書 3位、中学校教科書 2位、
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